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主によって　人の歩みは確かにされる。

主はその人の道を喜ばれる。

その人は転んでも、倒れ伏すことはない。

主が　その人の腕を支えておられるからだ。

　　　　　　　　詩篇３７篇２３～２４節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０１９年　９月 ２９日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 若村和仁師　　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　受付 ： 本多祐子姉　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 渡辺恵姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 恵 姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 満たして下さる方」

「 あなたの瞳」

聖歌２５３番「 めぐみあふるる」

聖歌３１３番「 主よわがいのち」

ヨナ１章１節～１７節

「 主の計画は必ず実現する」

聖歌２３２番「 つみとがをゆるされ」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後昼食会があります。

大人（ 中学生以上） ２００円

子供（ 小学生） １００円

初めての方、 乳幼児無料です。

-2-



聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ヨナ１章１節～１７節
1, アミタイの子ヨナに、 次のような主のことばがあった。

2, 「立ってあの大きな都ニネベに行き、 これに向かって叫べ。 彼らの悪がわたしの前に

上って来たからだ。」

3, しかし、 ヨナは立って、 主の御顔を避けてタルシシュへ逃れようとした。 彼はヤッファに

下り、 タルシシュ行きの船を見つけると、 船賃を払ってそれに乗り込み、 主の御顔を避

けて、 人々と一緒にタルシシュへ行こうとした。

4, ところが、 主が大風を海に吹きつけられたので、 激しい暴風が海に起こった。 それで

船は難破しそうになった。

5, 水夫たちは恐れて、 それぞれ自分の神に向かって叫んだ。 そして、 船を軽くしようと

船の積荷を海に投げ捨てた。 一方、 ヨナは船底に下りていて、 横になってぐっすり寝入

っていた。

6, すると船長が近づいて来て、彼に言った。 「いったいどうしたのか。 眠りこけているとは。

起きて、 あなたの神に願いなさい。 もしかすると、 その神が私たちに心を留め、 私たち

は滅びないですむかもしれない。」

7,人々は互いに言った。「さあ、だれのせいで、このわざわいが私たちに降りかかったのか、

くじによって知ろう。」 彼らがくじを引くと、 そのくじはヨナに当たった。

8, そこで彼らはヨナに言った。 「話してくれ。 だれのせいで、 このわざわいが私たちに降

りかかったのか。 あなたの仕事は何か。 どこから来たのか。 国はどこか。 どの民の者か。」

9, ヨナは彼らに言った。 「私はヘブル人です。 私は、 海と陸を造られた天の神、 主を恐

れる者です。」

10, 人々は非常に恐れて、 彼に 「何ということをしたのか」 と言った。 人々は、 ヨナが

彼らに告げたことによって、 彼が主の御顔を避けて逃れようとしていることを知ったから

である。

11, 彼らはヨナに言った。 「私たちのために海が静まるようにするには、 あなたをどうす

ればよいのか。」 海がますます荒れてきたからである。

12, ヨナは彼らに言った。 「私を抱え上げて、 海に投げ込みなさい。 そうすれば、 海は

あなたがたのために静かになるでしょう。 私は分かっています。 この激しい暴風は、 私

のせいであなたがたを襲ったのです。」

13, それでも人々は船を陸に戻そうと漕いだが、 そうすることはできなかった。 海がま

すます彼らに向かって荒れてきたからである。

14, そこで彼らは主に向かって叫んだ。 「ああ、 主よ。 どうか、 この男のいのちのことで、

私たちが滅びることのないようにしてください。 咎なき者の血の報いを、 私たちの上に

下さないでください。 主よ。 あなたは、 望まれたとおりになさったのですから。」

15, こうして、 彼らはヨナを抱え上げ、 海に投げ込んだ。 すると激しい怒りがやんで、

海は凪になった。

16, 人々は非常に主を恐れ、 主にいけにえを献げて誓願を立てた。

17, 主は大きな魚を備えて、ヨナを吞み込ませた。 ヨナは三日三晩、魚の腹の中にいた。

「主の計画は必ず実現する」
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今月の賛美

16

© 2008 yuta nakayama
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介

★ 2019 年 9 月 24 日御言葉

詩篇 73 篇 23 節～ 24 節

23 しかし私は絶えずあなたとともにいました。

 　あなたは私の右の手を

 　しっかりつかまえられました。

24 あなたは、 私をさとして導き、

 　後には栄光のうちに受け入れてくださいましょう。

第一コリント 10 章 13 節

13 あなたがたの会った試練はみな人の知らないものではありません。 神は真実

な方ですから、 あなたがたを、 耐えられないほどの試練に会わせることはなさい

ません。 むしろ、 耐えられるように、 試練とともに脱出の道も備えてくださいます。

●まず一つ目の御言葉の詩篇は、 旧約聖書の時代のアサフという人物の賛歌

（詩） です。

アサフは神殿の音楽家であり、 預言者でもある人でした。

そのアサフが、 この前の節で 「私の心が苦みに満ち私の内なる思いが突き刺さ

れた時、 わたしはおろかで考えもなくあなたの前で、 獣のようでした。」 と語って

います。 しかし、 そんな時でもアサフは神様の元から離れなかったのです。 そんな

アサフの右の手を 「神様はしっかりとつかまえられていた」 のです。 試練の時こそ、

実は神様は私たちを諭し訓練しようとされているのです。 アサフは試練の時も神様

から離れず、 神様の愛の訓練を受け入れた結果栄光へと導かれたことを証しして

いるのです。

私たちはどうでしょうか？試練の只中では、 「誰も見てくれていない誰もわかってく

れていない ・ ・ ・ 。 自分一人で苦しんでいる ・ ・ ・ 。」 と心につぶやきが生まれ

ることはないでしょうか？しかし、神様はしっかりと私たちを見ておられます。試練は、

私たちを成長させるために、 与えられるものなのです。 ですから、 必ず乗り越えら

れる時が来るのです。 信じてその時を待つものでありたいですね。

ただ乗り越えるためには、 神様から目を離さないことです神様の御心を求め続け

ることです。 そうするならば、 神様は沈みそうな私たちに手を差し伸べ、 右の手

をつかんでくださるのです。 私たちは、 その神様の手を振り払わず、 素直に感謝

して助けていただくものでありたいです。 自分勝手な考えに走らず神様の考えを

求め続けるものでありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 9 月 25 日（水）

 9 月 22 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　４人　　　　　　　　　　　　　４人

礼　　　　　拝   　４人     ４人  　８人　   　１６人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 ２人　　１人　　　 　３人

祈　　祷　　会　　 　       １人　　３人　　　　 ４人

報　　　　告

本日午後の予定

９月の誕生日

次週（10月６日〈日〉）

１４日 若村祐歌ちゃん　２１日 佐藤晏さん

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： ヨナ２章１節～１０節

説　　教 ： 「祈りに応えて下さる主」　　若村和仁師　　　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　

讃　　美 ： 「主イエスの十字架の血で」　　　今月の賛美 「すばらしい恵み （リビングプレイズ１４１）」

　　　　　　　　聖歌３９６、 聖歌５０１、 聖歌５７８、 教会福音賛美歌２５９、 聖歌３８３

受　　付 ： 関久美子姉　　献金感謝祈祷 ： 中島秀雄兄

※夕拝の内１名は午前礼拝も出席

集会案内

☆本日午後の集会予定
　　●１３:30 ～１５:00 「フリー英会話クラス」 講師 ： ジェニファーさん

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆礼拝後、昼食会があります。お時間のある方お残り下さい。

☆飯能日高市民クリスマスコンサート運営のための献金箱を今年もご用意しました。
　　今年も１２月までの目標献金額は２万円です。 皆様のお祈りとご協力お願いいたします。
　　９月２３日時点での献金額は１３, ４３０円です。 尊い献金感謝いたします。

NPO 法人あまやどり （世の光発送作業） （場所 ： 高麗聖書教会）・９月３０日 （月）

・１０月３日 （木） hi-b.a. 所沢集会 （場所 ： ニューライフ所沢）

・１０月４日 （金） hi-b.a. 川越集会 （場所 ： 改革派川越教会）

礼　　　　拝　　 　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
10 月 6 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　　　　　　　　   9:30 ～ 10:15　

祈り会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:30 ～ 12:0010 月 2 日 ( 水）

こひつじタイム（子育てクラス）会費 300 円　　10:30 ～ 13:0010 月 1 日 ( 火）

日本標準ふれあい祭り （あまやどり出店） （場所 ： 日本標準）・ １０月５日 （土）

NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）・１０月３日 （木）

　　★１３:30 ～１５:00 「フリー英会話クラス」 講師 ： ジェニファーさん
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://www.geocities.jp/haraichibaseisyo/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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